
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章   現地詳細調査 
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１．調査地及び調査結果の概要 

 

 (1) 調査地 

 現地詳細調査を実施した地域は図 3.1.1 に示す９ヶ所である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.1   現地詳細調査場所 
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● 千葉県金田 滋賀県琵琶湖南湖 

愛媛県魚島 
鹿児島県与論島 

福岡県姫島 

長崎県上五島 
熊本県川口 

佐賀県屋形石 

島根県中海 
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 (2) 調査結果の概要 

  ① 調査地域の漁業の特徴と課題 

 調査地域の漁業の特徴と課題は表 3.1.1 に示す通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正
准

合
計

千
　
葉

金
田

漁
協

都
市

近
郊

型
干
潟

漁
業

採
貝

、
ノ
リ
養

殖
、
小
型

底
曳
網

、
刺
網

、
す
だ
て
漁
業

、
ア
ナ
ゴ
筒
、
イ
カ
籠

5
3
2

1
5
2

6
8
2
・
東

京
湾
に
唯

一
残
さ
れ
た
盤
洲

干
潟

に
大

き
く
依

存
・
海

苔
養
殖

と
採

貝
漁

業
（
主

と
し
て
ア
サ

リ
）
に
大

き
く
依

存
・
最

盛
期
に
両

漁
業
で
1
6
億

円
あ
っ
た
売
上

げ
は
2
.4
億

円
に
激
減

滋
　
賀

琵
琶

湖
南

湖
の

８
漁

協
の
連

合
都
市

型
内
水

面
漁

業
小

型
定

置
網

、
沖
び
き
網

、
貝

び
き
網

、
ア

ユ
沖

す
く
い
網

、
刺
網

2
3
5

9
0

3
2
5

・
琵

琶
湖
南

湖
の

特
産
で
あ
っ
た
セ
タ
シ
ジ
ミ
の
激

減
（
最

盛
期

の
6
,0
0
0
ト
ン
か

ら
1
0
0
ト
ン
未

満
に
激

減
）

・
南

湖
の
保

育
場

と
し
て
の

機
能

の
喪
失

・
漁

獲
量
の

激
減

と
後

継
者
の

減
少

・
高

齢
化
の

進
行

島
根

中
海

漁
協

都
市

近
郊

型
内
水

面
漁

業
刺

網
、
小

型
定

置
網

、
延

縄
、
船

曳
網
、
採

貝
、
ひ
き
縄
、
一
本

釣
3
2
7

2
2
9

5
5
6
・
開

発
に
よ
る
漁
場

環
境

の
悪
化

と
漁

獲
量

の
大
幅

減
少

・
オ
ゴ
ノ
リ
の
大

量
繁

茂
に
よ
る
二
枚

貝
類

の
斃

死

愛
　
媛

魚
島

村
漁

協
近
距

離
離

島
純
漁

村
小

型
定

置
網

、
小

型
底

曳
網

、
た

こ
つ

ぼ
、
タ
チ
ウ
オ
釣
、
刺
網

、
イ
カ
籠

4
0

2
8

6
8
・
周

辺
で
の
海

砂
利
採

取
の

影
響
で
底

質
が
シ
ル

ト
化

・
2
0
0
9
年

か
ら
海

底
に
ウ
ミ
エ
ラ
が
異

常
繁

殖

福
　
岡

糸
島

漁
協

姫
島

支
所

近
距

離
離

島
純
漁

村

刺
網

、
一

双
吾

智
網
、
キ
ス
流
刺

網
、
一
本

釣
、
延
縄

、
採

貝
藻

、
小

型
定

置
網

、
大

型
定
置

網
、
遊
漁

4
1

1
6

5
7
・
漁

業
生
産

の
減

少
・
磯

焼
け
の
進

行
に
よ
る
採
貝

漁
業

の
不
振

佐
　
賀

屋
形

石
漁

協
純
漁

村
採
貝

藻
中

心
採
貝

藻
、
一
本

釣
、
小
型

定
置
網

6
4

2
9

9
3
・
漁

業
生
産

の
減

少
・
密

漁
の
横

行
・
2
0
0
3
年

以
降

の
ガ
ン
ガ
ゼ
異

常
増

殖
と
磯

焼
け
の

進
行

長
　
崎

上
五

島
町

漁
協

遠
距

離
離

島
純
漁

村

中
型

ま
き
網

、
小

型
定

置
網

、
一
本

釣
、

刺
網

、
延

縄
、
採
貝

藻
、
ホ
コ
突

、
籠

、
ｼ
ｲ
ﾗ

漬
、
ﾋ
ﾗ
ﾏ
ｻ
養
殖

2
2
5

2
3
3

4
5
8
・
漁

業
生
産

の
減

少
・
遠

距
離
離

島
の

宿
命
か

ら
高

い
流

通
コ
ス
ト
（
生

産
額

の
４
割
）

・
磯

焼
け
の
進

行
に
よ
る
採
貝

漁
業

の
不
振

熊
　
本

川
口

漁
協

半
農

半
漁

干
潟

漁
業

採
貝

、
ノ
リ
養

殖
、
小

型
定

置
網
、
、
流
し
刺

網
1
7
3

1
1
6

2
8
9

・
高

度
経
済

成
長

期
の
川

砂
採

取
・
上

流
域
の

ダ
ム

建
設

、
堰

堤
建

設
に
よ
る
砂

供
給

の
断
絶

・
干

潟
域
の

シ
ル

ト
化

の
進
行

と
貝

類
の

生
育
環

境
の

悪
化

・
ア
サ
リ
漁
獲

量
の
激

減

鹿
児
島

与
論

漁
協

遠
距

離
離

島
混
住

型
漁

村

ソ
デ
イ
カ
旗

流
し
、
マ

グ
ロ
旗

流
し
、
曳

縄
、
瀬
物

釣
り
、
底

延
縄

、
タ
チ
ウ
オ
建

縄
、

ｱ
ｶ
ｲ
ｶ
釣
、
ト
ビ
ウ
オ
ロ
ー
プ
曳
、
追

い
込

み
、

磯
建

網
、
素
潜

り

8
4

2
0
8

2
9
6
・
遠

距
離
離

島
の

宿
命
か

ら
高

い
流

通
コ
ス
ト

・
燃

油
経
費

率
の

高
い
漁
業

構
造

・
観

光
客
の

減
少

に
よ
る
島

内
需

要
の

減
少

と
魚
価

の
下

落

表
3
.1
.1
　
　
　
　
　
調
査

地
域
の

漁
業

の
特
徴

お
よ
び
課

題

立
地

条
件

営
ま
れ
て
い
る
漁
業

種
類

組
合
員

数
地

域
の

漁
業
の

特
徴

及
び
抱
え
て
い
る
課

題
漁

協
名

県
名
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  ② 輪番休漁の実施状況 

 輪番休漁の実施状況は表 3.1.2 に示す通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実
施

回
数

休
漁

日
数

延
べ

参
加

者
数

助
成

金
（
百

万
円
）

千
　
葉

金
田

漁
協

・
2
0
0
7
年

6
月

に
ｶ
ｲ
ﾔ
ﾄﾞ
ﾘ
ｳ
ﾐｸ

ﾞが
大

量
発

生

・
こ
の

３
年

間
、
ア
サ

リ
漁

業
は

壊
滅

状
態

・
ハ
マ
グ
リ
資

源
（
寄

生
し
な
い
）
の

再
生

に
よ
る
採

貝
漁

業
復

活

・
ア
サ

リ
資

源
再
生

の
た
め

の
条

件
整
備

・
ｶ
ｲ
ﾔ
ﾄﾞ
ﾘ
ｳ
ﾐｸ

ﾞﾓ
及

び
そ
の

宿
主

の
回

収

・
ハ

マ
グ
リ
の

種
苗

放
流

・
覆

砂
　
　
・
被

覆
網

の
設

置

・
害

敵
生

物
（
ヒ
ト
デ

、
ツ
メ
タ
ガ
イ
）
の

駆
除

9
4
4
0

1
2
,6
0
0

4
2
7

滋
　
賀

琵
琶

湖
南

湖
の

８
漁

協
の

連
合

・
砂
利

採
取

に
よ
る
く
ぼ

地
の

形
成

と
湖

底
の

シ
ル

ト
化

の
進

行

・
1
9
9
4
年

の
大

渇
水

を
契
機

と
し
た
水

草
の

繁
茂

（
南

湖
の

ほ
ぼ

全
域

に
繁

茂
）

・
特
産

資
源

ｾ
ﾀ
ｼ
ｼ
ﾞﾐ
の

再
生

と
南

湖
の

ﾅ
ｰ
ｻ
ﾘ
ｰ
機

能
の

復
活

・
水

草
の

除
去

・
湖

岸
に
漂

着
し
た
水

草
の

清
掃

・
植

食
性

魚
類

で
あ
る
ワ
ダ
カ
の

放
流

・
ウ
ナ
ギ

稚
魚

の
放

流
に
よ
る
資

源
増
強

3
2
4
6

4
,0
9
9

1
0
1

島
　
根

中
海

漁
協

・
平
成

2
1
年

か
ら
オ
ゴ
ノ
リ
が
大

量
発

生

・
繁
茂

し
た
オ
ゴ
ノ
リ
が
腐

敗
し
、
ア
サ

リ
等

の
二

枚
貝

類
の

再
生

産
を
阻

害

・
環
境

悪
化

に
よ
る
漁

業
資

源
の

減
少

・
オ
ゴ
ノ
リ
の

除
去

・
湖

岸
清

掃

・
種

苗
（
タ
イ
ワ
ン
ガ
ザ
ミ
）
の

放
流

・
竹

林
礁

の
設

置

2
2
4

2
,1
7
4

6
2

愛
　
媛

魚
島

村
漁

協
・
2
0
0
9
年

か
ら
の

ウ
ミ
エ
ラ
の

大
発

生

・
小
型

底
曳

網
や

タ
コ
ツ
ボ
漁

業
に
甚

大
な
影

響
（
漁

場
の

喪
失
）

・
漁
獲

金
額

は
４
～
６
割

減

・
海

底
に
分

布
す

る
ウ
ミ
エ
ラ
の

除
去

、
処
分

1
3
0

1
5
0

6

福
　
岡

糸
島

漁
協

姫
島

支
所

・
磯
焼

け
の

拡
大

と
ヒ
ト
デ
の

大
量

発
生

・
採
貝

漁
業

の
漁

獲
量

の
激

減

・
海
外

か
ら
の

ゴ
ミ
類

の
漂

着
に
よ
る
地

先
環

境
の

悪
化

・
密
漁

者
に
よ
る
資
源

の
略

奪

・
監

視
船

、
陸

上
レ
ー

ダ
ー

に
よ
る
密

漁
監

視

・
玉

砂
利

海
岸

の
ゴ
ミ
清

掃

・
害

敵
生

物
（
ｸ
ﾛ
ｶ
ﾞｾ
ﾞ、
ﾋ
ﾄﾃ

ﾞ、
ｳ
ﾐｳ

ｼ
）
の

潜
水

駆
除

・
潜

水
、
鉤

に
よ
る
海

底
ゴ
ミ
の

回
収

4
7
2

9
2
1

2
2

佐
　
賀

屋
形

石
漁

協
・
採
貝

漁
業

の
漁

獲
量

の
減

少

・
ガ
ン
ガ
ゼ

の
大

量
発

生
と
磯

焼
け
の

進
行

・
ゴ
ミ
類

の
漂

着

・
害

敵
生

物
（
ガ
ン
ガ
ゼ

）
の

潜
水

駆
除

・
沿

岸
域

で
の

ゴ
ミ
回

収
3

3
6

1
,1
3
6

2
8

長
　
崎

上
五

島
町

漁
協

・
磯
焼

け
の

拡
大

に
よ
る
磯

根
資

源
の
減

少

・
違
反

操
業

か
ら
の

資
源

保
護

・
海
外

か
ら
の

ゴ
ミ
類

の
漂

着
と
環

境
悪

化

・
食

害
生

物
（
ｶ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｾ
ﾞ、
ﾑ
ﾗ
ｻ
ｷ
ｳ
ﾆ
）
の
潜

水
、
ﾎ
ｺ
に
よ
る
駆

除

・
サ

デ
曳

、
ﾁ
ｪｰ

ﾝ
等

に
よ
る
海

底
ゴ
ミ
の

回
収

・
漁

船
に
よ
る
浮

遊
ゴ
ミ
の

回
収

・
船

上
か

ら
の

密
漁

監
視

3
4
6
0

3
,6
3
2

5
9

熊
　
本

川
口

漁
協

河
川

砂
利

採
取

や
ダ
ム

建
設

に
よ
る
干

潟
域

の
シ
ル

ト
化

と
ﾎ
ﾄﾄ
ｷ
ﾞｽ
ｶ
ﾞｲ
の

大
量

発
生

に
よ
る
ア
サ

リ
資
源

の
低

下

・採
貝

漁
業

の
監
視

・指
導

・緑
川

か
ら
流
入

す
る
水

草
等
の

漂
流

・漂
着

ゴ
ミ
の
除

去

・有
害

生
物

（ﾂ
ﾒﾀ
ｶ
ﾞｲ
類

、
卵

塊
）
の
除

去

・海
底

耕
う
ん
に

よ
る
ﾎ
ﾄﾄ
ｷ
ﾞｽ
の

駆
除
と
底
質

改
善

・ﾅ
ﾙ
ﾄﾋ

ﾞｴ
ｲ
の
食

害
か
ら
守
る

保
護
区

の
整
備

2
1
7
2

5
,1
3
0

1
2
1

鹿
児

島
与

論
漁

協
・
海
外

か
ら
の

ゴ
ミ
類

の
漂

着

・
サ
ン
ゴ
礁

の
保

全
と
ウ
ミ
ガ
メ
産

卵
場

の
保

護

・
海

浜
ゴ
ミ
の

除
去

・
イ
ノ
―

（
礁

湖
）
内
に
浮

遊
す

る
ゴ
ミ
類

の
回

収
、
処

分
3

5
0

3
,5
0
0

5
5

活
動

内
容

輪
番

休
漁

事
業

の
諸

元

表
3
.1
.2
　
　
　
　
輪

番
休

漁
の

実
施

状
況

県
名

漁
協

名
事

業
実

施
の

背
景
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  ③ 輪番休漁の成果 

 輪番休漁によって取り組んだ活動の成果を表 3.1.3 にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

県
名

漁
協

名
1
次
的

成
果

直
接

的
成
果

（
資
源

・
環

境
的

側
面

）
間

接
的

成
果

(社
会

・
経

済
的

側
面

）

千
　
葉

金
田
漁

協
■

ｶ
ｲ
ﾔ
ﾄﾞ
ﾘｳ

ﾐｸ
ﾞﾓ
が

寄
生

し
た
宿

主
の

駆
除

量
：
2
6
9
,6
1
0
㎏

■
ハ
マ
グ
リ
の

放
流

量
：
3
6
,6
7
5
㎏

■
被
覆

砂
面

積
：
4
,3
2
0
㎡

、
　
■

被
覆

網
の

設
置

面
積

：
9
,9
0
0
㎡

■
ｶ
ｲ
ﾔ
ﾄﾞ
ﾘ
ｳ
ﾐｸ
ﾞﾓ
寄

生
個

体
の

減
少

■
ハ

マ
グ
リ
資

源
の
定

着
と
増
加

（
平
成

2
2年

は
約
1
5ト

ン
の

漁

獲
）

■
ア
サ

リ
資

源
復

活
の

き
ざ
し
（1

6～
30

㎜
ｻ
ｲ
ｽ
ﾞが

ｳ
ﾐｸ
ﾞﾓ
発

生
以

前
の

水
準

ま
で
復

活
）

■
採

貝
漁

業
者

の
収
入

補
て
ん
と
漁

家
経

営
の

下
支

え
（
転
業

の
延
命

）
■
漁

業
者

の
資

源
、
環

境
に
対

す
る
意

識
の
高

ま
り

滋
　
賀

琵
琶
湖

南
湖

の
８

漁
協
の

連
合

■
水
草

の
回

収
量
：
約

2
,5
0
0
ト
ン
（
途
中

段
階

、
現

在
実

施
中
）

■
湖

岸
の

美
化
の

進
行

■
エ
リ
網

に
か

か
る
漂

着
物
量

の
減

少
と
漁

業
の

正
常

化

■
テ
ナ
ガ
エ
ビ
資

源
の
復

活
の

き
ざ
し

■
水

草
を
通

じ
て
の

栄
養

塩
類

の
陸
域

へ
の

回
収

■
各
漁

協
の

漁
業
者

間
の

連
帯
感

の
高

ま
り

■
琵
琶

湖
汽

船
の
航

路
の

確
保

■
琵
琶

湖
の

水
質
改

善
へ

の
貢
献

島
　
根

中
海
漁

協
■

オ
ゴ
ノ
リ
等

の
海

藻
類
の

回
収

量
：
1
,0
8
0
ｍ

3

■
湖
岸

の
ゴ
ミ
回
収

量
：
3
4
1
ｍ

3

■
竹
林

礁
の

設
置
：
８
ヶ
所

■
オ
ゴ
ノ
リ
回

収
に
よ
る
栄

養
塩

回
収

■
オ
ゴ
ノ
リ
除

去
水
域

で
の

稚
カ
ニ
の

増
加

■
ア
サ

リ
稚

貝
の

大
量

発
生

■
県
の

環
境

施
策
へ

の
反

映

■
漁
業

者
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の

深
化

■
漁
家

経
営

の
下
支

え

■
オ
ゴ
ノ
リ
の

堆
肥

化
と
地

域
お
こ
し

愛
　
媛

魚
島
村

漁
協

■
ウ
ミ
エ
ラ
3
6
.8
ト
ン
を
駆

除
■
ウ
ミ
エ
ラ
の
減

少

福
　
岡

糸
島
漁

協
姫

島
支

所

■
回
収

し
た
海

浜
ゴ
ミ
：
2
,9
7
0
㎏

（
1
～

３
回

ま
で
）

■
害
敵

生
物

駆
除
量

：
ｶ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｾ
ﾞ7
,5
0
0
、
ｸ
ﾛ
ｶ
ﾞｾ
ﾞ4
3
,0
0
0
、
ｳ
ﾐｳ

ｼ
5
,3
0
0
、
ﾋ
ﾄﾃ

ﾞ類
：
1
5
,3
0
0
個
（
１
～

3
回
ま
で
）

■
回
収

し
た
海

底
ゴ
ミ
：
1
,6
5
0
㎏

（
1
～

３
回

ま
で
）

■
藻

場
再

生
の

き
ざ
し
（
一

部
の
ガ
ラ
モ
場

再
生

、
モ
ズ

ク
が

付
着

）
■
玉

石
の

間
に
た
ま
っ
て
い
た
ゴ
ミ
類
や

海
底
ゴ
ミ
の

除
去
で

島
周

辺
の

環
境

が
改

善

■
密
漁

者
へ

の
牽
制

と
抑

止
効

果
■

活
動

を
通
じ
て
漁

業
者
の

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
が
さ
ら
に
向

上

■
釣
り
客

の
マ
ナ
ー

が
向

上

■
漁
家

経
営

の
下
支

え
（
女

性
か

ら
感

謝
）

佐
　
賀

屋
形
石

漁
協

■
海
浜

ゴ
ミ
回

収
量

：
4
,5
0
0
㎏
（
1
回
分

）
■

害
敵

生
物

駆
除
量

：
ｶ
ﾞﾝ
ｶ
ﾞｾ
ﾞ2
5
3
,6
0
0
個

■
燃

油
使

用
量

の
削

減
■
沿

岸
域

の
環

境
保

全
■
ア
ワ
ビ
資
源

の
増

加
（
感
触

）

■
連

帯
感

の
向

上
■
漁

家
経

済
の

支
援

■
資

源
管

理
・
漁
場

保
全

の
意

識
の

向
上

長
　
崎

上
五
島

町
漁

協

■
食
害

生
物

の
駆
除

面
積

：
4
1
h
a

■
食
害

生
物

の
駆
除

量
：
7
8
3
千
個

体

■
ゴ
ミ
の

回
収

量
：
5
8
.8
ｍ

3

■
藻

場
再

生
の

き
ざ
し
（
駆

除
海
域

に
ﾎ
ﾝ
ﾀﾞ
ﾜ
ﾗ
が

再
生

）
■
光

量
制

限
遵

守
の

意
識

が
醸
成

■
共

同
作

業
を
通
じ
て
連
帯

感
が

向
上

■
漁

協
へ

の
協

力
的
意

識
が

向
上

■
漁

家
経

済
へ

の
支
援

■
密

漁
者

へ
の

牽
制
と
抑

止
効
果

熊
　
本

川
口
漁

協
■

有
害

生
物

駆
除
量

：
1
,0
9
5
㎏

■
水
草

等
の

漂
着
物

回
収

量
：
3
1
,1
2
0
㎏

■
海
底

耕
う
ん
及
び
ﾎ
ﾄﾄ
ｷ
ﾞｽ
駆
除

面
積

：
■
ア
サ
リ
稚
貝

の
発

生
■
ア
サ

リ
、
ハ
マ
グ
リ
の

共
販

率
の

向
上

■
漁

家
経

済
へ

の
支
援

■
漁

業
者

の
意

識
改
革

鹿
児

島
与

論
漁

協
■

ゴ
ミ
の

回
収

量
：
2
4
,5
3
5
㎏

■
サ

ン
ゴ
礁
及

び
海

岸
部
の

環
境

保
全

■
燃

油
使

用
量

の
削

減
と
資
源

の
温

存
■
漁

業
者

間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

深
ま
り

■
漁

家
所

得
の

増
加
と
漁

協
未
収

金
の

減
少

表
3
.1
.3
　
　
　
輪
番

事
業

の
成

果


